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園の入口に飾られている季節の風物詩「あさがお」は、ぱんだ組の A さんが 

入谷の朝顔市から届けてくださったお花です。盛んに花を咲かせ、咲ききった 

花びらは子ども達の色水遊び、その芯には種があり科学遊びに繋がっていきます。 

ご提供有難うございました!! 
【言葉の育ち】 

先日ほし組の H 君と保育士が園長の所にやってきました。園長「どうしたの？」        

H 君「ぼくがお部屋で走っていたら先生が『だめ』って言って手をつかまえられて痛かった」 

園長「あ～手をつかまえられたのが痛かったんだね～」それで「先生は？」           

先生「走っていたのを止めただけですけど、そこで『死ね！』と言われたんです」         

園長「死ねって言われたの？」「その言葉は、言われた先生も悲しかったね」                                         

今年の１月に小学校の１年生のクラスで読み聞かせをしてきました。「お友達に言われて嫌な言葉 

は？」と問いたところ（死ね・あっちに行け・汚い…等々）子どもたちなりに傷つく言葉が返ってき 

ました。目には見えないけれども心に傷となる言葉は年齢が高くなるほど経験とともに深くなるので 

はないでしょうか。今の園の子ども達の年齢で発する言葉と状況の合致に意味の深まりは少ないです 

が、言葉により相手が傷つく言葉があることは、大人がその都度【〔悲しい言葉〕や〔嫌な言葉〕が

ある】ことを気づかせていく必要があると感じました。                                                                    

【ポートフォリオ】 

 ４月から成長した一人ひとりの子どもの育ちを記したポートフォリオをお渡ししました。お家の

方々と共有しコメントを頂いたうえで次への成長に繋げていきたいと思います。 

ご協力の程よろしくお願い致します。 

【プール】７月３０日着衣水泳 

「顔に水が付けられるようなった」「頭からお水かかかっても大丈夫！」と水の中にいる子ども達

は、ぴょんぴょん跳ねて、水が苦手な子は顔に水がかかるのを防ぎながらも NAS のプールは笑顔が

いっぱいです。７月のスイミングの中には安全水泳カリキュラムとして「浮き具につかまり１０秒以

上背浮きができ、大きな声がでる」という項目があります。 

今回の子ども達は、水着の上に洋服を着用して参加しました。身体に力が入っている人ほど浮き具に

掴まっていても沈んでしまい「たすけて～」の言葉が出てこない等そら・ほし組の人たちは、プール

活動を通して様々な経験に取り組んでいます。 

【スイカ割り】 

スイカの周りに子どもも大人も全員集合!!スイカ割りや食べて笑顔いっぱいスイカを満喫しました！ 

【在園児数】８月 
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